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口 甑農近代化計画と草地の呆す役割り

北海道産務部農業改良課

専門技術員 西 勲

北海道の崎農は年毎に発展を続けているが滞[く必農家 1戸平均 10頭という現状であり、飼養

¥制模はまだ零細の域を脱していない。しかし、邸農家戸数は、減少傾向むあるが、ー過半数の必農家

j-;t多額'fじを目標として飼養規模を拡大しつつあるo とくにこれが草地尚農地帯及び十勝の混同地

域に多くみら，れる。

一自各農も農業であることはいうまでもなく、土地、資本、労力の三大要素が取あげられるが、乳

，牛の多頭飼養との関連ではとくにこれが重要視さ託る。なな、乙れにプラスされるととは人、す

、なわち経営主の能力ということになるD

、乳牛の飼養煩数に対するι基礎飼料の確保は当然のことであり、これなくして飼養tJM英の拡大、 d

多頭化は不すJ能である。この常識的なことを実践させる ζ とが当面の重要課長自ともいえる。地幣

¥ 別の土地規模にj広狭はあるが、多くの陥農家は 15 ha以下というとどからもとれが重視される。

.且

飼料構造は地域によって主!となるが、牧草の利用は全域であり、草地造成と維持管理、さらに利

用についての試験研究も着実に続行され、とれらの成果がかなり儲産振興{こ寄与していることは

周知のとたりである。

本道の酪i誌は牧草をぬきにして発民は矧し得ず、画各J農家と現地指導者、試験研究者の一体化、

とのパイプを密着イじするととによってより発展の速度が早められる。酪農近代化の目標、さらに

は新らしく作成された道の営農方式例にないても自給飼料として牧草が大きな役割りを担ってい

る。

北海道に沿ける年次別の乳牛頭数

乳 用 牛

年次 飼養農家数、
飼 l ぷ五七主 頭 数 ひ…Jι 産 牛、， 

d巾，】'"、l 数 うち 2才以上 dぐ~也."、 数 j窄乳¥牛

H討 33 5.3，8 0 0戸 1 42，9.0 0 豆点 87， 290 si，貞 77，660頭 64，6.80顕

34 '5 8，08 0 1 6 2.9 9 0 '1.0号 960 96，1 5 0 76，81 0 

35" 63，690 ， 1 82，81 0 1 24，220 1 05，8.80 84，360 

る6 60，900 201，49 0 1 2 4，1 5 0 1 0免12 0 87， 460 

37 5兄550 21 8，74 0 1 3史240 1.21，0'80 ヲス000

38 5 4，9 0 0 2'49，180 1 58，52 0 1 3ス'930 1 11，870 

39 5 1， 6 1 0 282.320， 1 7 5.3 9 0 1 54;74 0 1'24.950， ， 
40 4司630 317， 690 2 0 4，33 0 1 7 3，5 1 0 140，970 

41 1I 4，6，080 32 1. 7 1 .0 207， 600 1 81.55 0 1 5 0，1 4 0' 

A ワ 4 3，2 6 0 33号35 0 ，. 2 1 8，9 8 0 199，420 157， 900 

43 4 1，↑ 1 0 日三80i255540 20丸700 173，490 

(昭和 43年2月 1日現在)
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1.-北海道酪農近代化計画の白糠

この計耐はI昭和]4 1年に作成され、.本年は第 4年目に当たり、がなりの地域でほとの年次計 f

画の達成が期待されている。乙:の苦h出はいうまでもなく一本道の酪農はわが国経済の高度成長

にともなう国民;食糧需要構造の;変革を背長与し7ごいるが、本道にかける寒冷地畑作農業む根幹

は酪農ということから計|面されたものである。近年そ必規模は漸次拡大され、順調な伸長をみ

せ安定経営良・家が増加しているもととろであるが、しかしいまだ多くの酪農家は安定の域に達し l

ていないといえ石。計画の概支-に』みられ?る主要事項についてみると r 、

(1) 乳牛飼養頭数の目標

乳牛飼議頭数については、北海道第 2矧総合闘発計副との関連のもとに、生乳生産目標

1，73 3千七を生産するために必要な頭数として昭和 4 6年度始めにかける乳牛飼養目標頭数

ーを 61万頭と設定しているo

l2) 牛乳生産数誌の目標

目標年皮に好いて陥農経営の指標到達した酪農・家の農業所得を、なたむね 120-150

万円と想定し、それぞ、れの防虫経営型態別に酪農古r~門の所得目標を確保するために必要ーな牛

乳の生産を図る ζ とを念願にたき、また本道がわが国乳製品原科乳の主要供給地としての地 i

位にあるととにかιがみ、過去の牛乳生産のすう勢及び今後に長ける乳牛能力の向上等を勘

案して昭和 46年度になける牛乳生産数量の目棋を国の方針とも調和を図り、 1，7 7 3千七

と設定している。

(3) 近代的な酪農経営方式の指標

本道の酪農家が、昭和 46年度にないて、安定的な経営を行なうために必要な頭数規模'、

労働生産性、'土地生産性などの陥農の生産に附する経営水準を、自在l農の立地的区域(6区域)ト

について経営型態別《酪農専業経営、酪農畑作経営、畑作品農経営)に設定している。

(4) 自給飼料の生産計副

自給飼料の生産計画では、飼料畑の増反、草地改良事業、』闘拓ノミイロツ上事業などによる

‘草地造成事業の推進を勘案し、乳牛のJ飼料、自給率を 8 8 %に引き上げることを目途とし、

その他家・畜の飼料必要散を含め飼料生産術績を 46万.haと算定している。

その他、乳牛導入計画(8 0 、 1P 0頭)と飼養頭数規模の拡大、さらには集乳及び乳業

の合理化などが取あげられているo
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区

域 区 域 の 範囲 、

名

淀i i県jJt島松、内峰町山、支庁管内、後忘支庁管内(うち

南 島牧村)

た~、1ー

謀議端整鴎議官))-JE←、L、

ート
十勝支庁管内

網東中 網西走興支古附庁管、内紋J(1除く堆武町、 興部町沿

走部
リrlf、滝上町)

オ長
~lIi路、根室支庁管内

自Ii

子三 ，.:.;_ :':;.二 ".マ "‘!r )... ，i!- :.2; /: -:'・、 ィ " 
っ U ーr ;~~!J .:~主主之いぶん 、_ 1 イし ζ・ーと -'-~ :..:二

現 在(ug ~~J 4 0年 2};J ) 

経産牛 I経産牛た1 生 乳

総頭数 成牛g政
.¥ii{当り
長制度12L

頭数鼠 I ~t産:註

slR !ls. 頭 iタ 百

24，232 14，8 01 12;576 4P32 50705 

67，151 5吹843 34834 4j 25 143M1 

54781 32β09 28o75 4P02 1'14756 

35322 20A84 19.057 77，677 

66/;62 41，521 35234 3846 135522 

帯端離職噛l 州

天西 25，631 22218 3，922 87，139 

北紋

289，789 175，089 152594 3，994 60兄490

( ) 内は 46年度末の頭数とする。

目 4崇 ( H自有146年)

経産牛

頭経唱E量醤当議牛た室芽り1 L 

生乳

i信、頭数 成牛頭数

頭数 生産量

4dg  226E0貞0 2Z60;40 1 Kタ じ

4，500 127，300 
( 46703) ( 31，109) ( 28，987、

125000 85，700 79，800 
370，900 

(137，203 ) ( 91，280) ( 85D56 
4500 

121，000 78，400 73，000 
4500 

(135，915) ( 88，094) ( 82)]87) 
34号000

74POO 50~ 00 46，700 
4500 217，200 

( 81.905) ( 53，500) ( 49，852、

155.000 98，300 91，600 

(177，870) (110，7 58) (103，206 ) 
4500 438ヱ00

96，000 60，700 56，600 
4BOU 270700 

(110，404 ) ( 68fI38) ( 63，771 

402S00 375~00 

( 690，000) (443F9) 
4500 1.773，300 



.近代的な焔産経営方式の指，j諜

t長崎貝総搬 2.酪損部門支下労
3.経た産り飼牛安1え出賠迎

4.飼料作10ア
5ちtJ詰V斜当た作品り1養0d7分-

6.飼料自給率

区域名 方 式 名 働 1時閥当たり -)レ当たり労

(i選長牛頭数) 生乳生産量 労働日寺{白j 働時 i国 ( :fu換算)

筋法専業経営 ななむね 1 7頭 20 K9必L上 1 50時凶以下 日日制以下 61 0 FU以上 たたむね 88.0% 

道 南 応決畑作 11 1/ 1 2 11 1 6 " 200 1/ '1 0.0 1/ 600 1/ 1/ 

畑作能議 1/ 1/ 7 11 15 1/ 2 I 0 11 1 0.0 fノ 600 11 11 

、4 ~Ú~ .:科専業 1/ 1/， 171/ 20 1/ 1 50 11 及。 11 61 5 11 1/ 

ユ忌 矢 自在民畑作 1/ 11 1 2' 11 1 6 11 200 /1 1 0.0 1/ 61 0 1/ 11 

創 作 品 産 11 1/ 7 1/ 1 5 1/ 2'1 0 /1 1 0;0 /1 61 0 11 /1 

凶 i送専業 11 11 1 i 1/ 20 1/ 150 11 反O 11 600' 1/ 1/ 

十 勝 節操畑作 11 11 1. 2 11 1 6 1/ 200 fノ ;' 0.0ι 11 59口 1/ 11 

一一→
畑 作自 各燦 11 .11 7 1/ 1 5 11 21 0 1/ 1 0.0 " 590 11 11 

民訴差是専業 11 11 171/ 20 1/ 1 50 //. 虫O 1/ 60口 11 /1 

網 走中原部 自話農畑作 11 11 1211 1 6 11 200 11 1 0.0 " 590 11 11 

畑、作詩首選 11 11 7 /1 1 5 11 21 0 1/ 10.0 1/ 590 1/ 11 

員各農辱議 1/ 1/ 171/ 20 1/ 1 60 1/ 8.0 11 560 1/ 11 

棋 iハ1:1υH 

自 各 良 畑 作 11 11 1211 16 /1 200 /1 虫口 11 560 11 11 

協議専莱 11 /1 1 7 11 20 /1 1 6 0 /1 8.0 11 560 /1 1/ 

天 北西紋
自白 j1M 畑作 /1 /1 1 2 1/ 1 6 11 200 /1 反0 11 560 11 11 

ー ・ー._-..・ー
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飼料の自給皮の向ょに!到する司王 Jj-i-

1. 飼料住民計画、

現 在 目標|

飼料生産 i面積たよび生産悼 |経産牛 飼料生産面積なよび生産量 妊産牛
区域名 三T~一一一!

区 分 畑 l|Fノプーとti牧斗.地野草地 計 1縦 iり区 分 畑 ビ、、/-ーr誕ト百ト三牧草地野草地 計 すJ11LA当り
務探三ト3カ'-1主主"1 給与;註 格/渓ノ5ト迫ッ、出プ iji口与量・

面 5問必421 85571. 23ft96 t/〆函 5 1抑

道 i材

生(FU産千町量) 27，5161 1，0851 11，8141 3，059 1 4兄4741 2f:554 生(F1U陸有U量)1 52f:564 1 -3，356.1 . 81，75?r" 1，677 I 13只3541 2，831 

組・c::)I 34，5331 I . 21，930 I 36.4351 92ß981/fI凶 (h~~ I 38.670 似占 2.55121 127，178レ/
道夫

(Fuh153 10i，520 号2471 54iJ82 [. 13，022 1 177，871 1 2J592 生(FU産有'U) 177.484 22，781 1 251，127 引120I 4札 5121 2B23 

卜 l勝捗 山 (よt品) る泊切叩叫4布制印z出凶4咽8 号仰州258叫田町I5ω1明刷Wβ肘附6却? ?円悶附山5日W刷A灯仰7万51/'/〆|凶而 (οh品1古 42仰J問担 4担糊峨3叩抑β皿21 叫押 1匂5叩0脚 J/ 
生(阿南産ニ町量 101，4471 '19，1801 1司184J I 8加 1邸 54J 2(520， 生(町Ilif有 U量) 叫:i97 1 2岨151 1山 i 6山 40昭 531 27ω| 

制走面 (l1ばa)1 14~2~1 1 6.5721 'iOft59I 31，45 5 1 / / 面 fh積a)1号540! 1 235101 2.523 1 50573/¥ / 

中東部 I生-(Fu産千四量)| 附 91 19，292 t 21，282ー 五7391 94s72 1 2601 生(町産市'u量) My 29 1 30720 f 1158031 9021 229，3541 2，831 

吊i (11ta~) 1 39，0051 I 358891 735?0 11483941/// 面 (h積a) 40，.3571 .1 .768911 50，0171 167，265 

根おIi
生(FU産ごi二FU量) ~3D891 2，984 1 62.6291 ..262751 174，~771 2730 生(FU産帝U量) 169，914 『f.738 I 271β25 、1号213J 468，690 2，754 

天北面 (h積a)I 158651 l' 19，6501， 18.648 山 31// 面 ~ 1'，-r7，5861 I -57.23il 1，8121 76，6351// 
百 紋生(FU産千F岩U) 50，9081 2，306 1 55.662 6.6641 11 5610 I 2672 生(FU産者U設) 71，565 4，488 1 210，1971 648 1 286，898 2756 

l面 (h積a)1 146.7721 I 9弓6411 19日468 445881 . / /  面凶 (h偵~)-.!: 169，9101 '. I 290，0401129，3531 589，303V/ 

口! 1 生7FUf主千Ftは1415j09， 仰 941 23ω53' 71，3021 771，158 I 2，639 1I 生(FU産宥U量):1 7t3FM5も3ーI 95898 !'1，0 85.9叫I 47，57611，9850611' 2186 

、
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2. 草地改良計画

i三 名
区域内草地改良

域
対象副主点三 (判

ユミ主 j4;j 一/
1 7， 0 63 

1忌"，. 犬 //  
5 2，7 91 

十 勝~ 
32，528 

網走中東部~ 
3 1，995 

1長 自n
/ /  //  

7 -1，1 8 9 

天北西紋 / /  
61，05 7 

~/イ
266.623 

一一一一 一一一 _L_ 一一

故

事業 l三分 改 良済 面償

tili l3)j製業 3，157 ha 

その 他 87虫6

計 4，036.6 

補助事業 8.576 

その{ 也 6.1 94.8 

14，770.8 

補助事 業 4，2斗?

その他 1，611S 

5，860.5 

補 助 卒業 3，025 

その他 1，432.2 

4，4 5 Z2 

摘出J主主芸 1 3，21 0 

その他 11，685.1 

24.8 95.1 

補 助 事業 8.135 

-七 の 'IU! 4.43ゑ2

計- 12，5.7 42 

補比Ij 事業 40，352 

その他 26.242.4 

計 66.594.4 

良 庇l 積 銭改良対象i面偵

改良計l出面積(sJ メE与コ、 総生産牧草冠 (A) 一 (B)

ス541 ha 1 0，698 ha 

~ ど三:1，399 2，278.6 

8.940 1 2，976.6 416.1.14七(3，2071<9.) 8.1 23 ha 

二〉才
23，528 32，1 04 

~ 4，346 1 0，540，8 

27， 87.4 42，644.8 1，341，708 (3;146K!タ) 24，91 7 

l4，712 1 8.961 

~ //プ/
2，4 0 9 4，020.5 

1白7，121 22，981.5 678224 (2，951 K:ク〉

1 4，998 1 8.023 ~ペムヶイ、1，908 3，3402 

1 6.906 21，3632 781，172 (3，656匂)

30，907 44，1 " 7 

~ ~~~ 6.542 1822 Z1 

37，449 62，344.1 1，644{l 67(2637 K9.) 33，740 

27，249 35，384 

~ ./~〆~~ 4，906 号3452

32，155 44，72虫2 1，430，740 (3，1 99K9.-) 28.902 

11 8.935 159，287 

/ノど三21，51 0 47，752.4 

1 40，4 4 5 207.039.4 629 2tt25 (3，039 K9) 126.1 78 
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地域性主乳牛飼養形態の現状，

ヰ 本道にかけるi世帯別の諸条件か6主畜、混同と大別されるもが、近年になっで飼J料構造は大き

仁〈変化を遂げ、基礎飼料は自然条件に順応した方式となった。いうまでもなく主菊地帯にあっ

又は牧草を基幹とするダラス?イ Mージ、 1それに乾草ということであるが、混同地帯の場合は

勾ヲビトョーンサイレージ、乾草となっている。飼料用根菜鋭についてはとくに混同地帯にこのよ

給与が多くみられる(，

L夏期放牧に、為、いては輪換方式が最も多いようで為るが;主音地帯は;土地規模に対し乳牛頭数

均号比較的少ない現状にあるため、全面放牧またはそれに近い粗放的な放牧が多く早うけられる。

¥むれ;に対レ混同地帯は比較的、集約化した輪投放牧が多いようであるL芯台、規模零細なf培農

家は全道各地にみられ、これらむ陥農家は青刈りまたはすヤーすイレ -i)'~の利丹j も多い。けい

， '牧は多頭飼養にじたがい少なくなりつつあるようであるミ

このように夏期飼養は地帯別または経営規模、;詞養頭数の闘速にキいτ主主なるが、放牧方式

，についてはどの地域にないても低良事例が多くみうけられるので亡lれ)こ着目 Lたい。

， 3.; 飼料生産の現状と改善方向

乳:牛 1 頭当たりに要する飼料面積は放牧地を含めで、現状では~ .0 a以上というのが実状で

はなかろうか。これは 1，0. a当たり飼料生産にょっ'て決まるが4施肥と利朋管理の;良否が増収

2. 

、l 、、
。白〆 ， 

" 
， 

‘.' 
、

の最大要聞であることはいうまでもない。ょくー管理された放牧地の場合は、採草地よりも高い

草産境であるとの意見も多〈聞かされるo .i 

:全道の多収生産の実例をみると耕地内草地ではその殆んどが10 a当た-り 1O.'_t以上であり、

造成草地にウいても 8下以上となっているo 一方、デシト Iコ.-...y_の日......， 1 0七といろのは珍ら

しくなく、家落ピートでは 17七という総位的な高位生産もみられる己

近年、牧草生産は遂年反収のi印却を見、刈り取り時期も皐まったがふしかし多くの場合は

，.1 日a当たり 3--4七という低収であり、多収法家との収濯絡差は余り縮まつでいないが ζれ

は飼料面積に余裕があるのか、飼養頭数が少ないのか判然としない口むじるこれ)土土地利用効

率の面から検討を要することでもある。一般1:::飼料生産の低収なる農家ば、!草生産に限らず乳

牛個体の泌乳量も低くすべて共通Lているようである O. とういった技術以前の問題も多くある

が、これは急速な改善はむずかしいが過去、1Oj年前に比じでかなりの進歩のあることからやが

て改善されるであろう。;

し，

草地の造成、維持管理並びに利用上の課題

草地全般にわたる試験研究の成巣が酪農振興に直:接または間接的に大きく役割 Uしている。

乙れが普及されて着実に酪農は前進しているがー問題点も多い。-草じ関するすべでの面?での優

良事例や、、経営的に北欧の水準を凌駕するものがでてきた。しかし、本道になける草地酪農ま、

たは草に関して技術的に解決定要する謀題も多い。普及徹底の不足に起凶する拙劣さもありよ

また農家に切望したい数々の事頃:が取りあげられるo
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1. 王手種、品種のよりよいものを

2. 草地造成上の諸問題

3. 草j長混播と競合問題

4. アノレフアノレブアに関して

5. 牧草の増収対策

6. 牧草の施肥に関して

Z 牧草の永続性と経年草地の維持管理法

8. 牧草の栄長生理面の追究

ヌ 牧草の刈り取り回数

1 o. 放牧方式と放牧矧i詞の延長、牧議力

1 1. 牧草調整とその品質

1 2. 特色ある地帯別の草地利用

1 3. 公共用放牧地の問題

その 他'

むすび

路農近代化計画に関連して草地問題に若干白封じたが、現実はこれからという北海道の草地階農

でもあり、行政、試験研究、.指導機関団体の緊密な述識によって、これから一層の躍進を閉した

いものである。
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